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優
秀
賞	

宮み
や
ざ
わ沢

淳じ
ゅ
ん

さ
ん
（
長
野
市
）

矢や

じ

ま島
路み

ち

こ子
さ
ん
（
吉
田
）

樋と

よ

だ田
優ゆ

う

か花
さ
ん（
小
布
施
中
３
年)

　
こ
の
ほ
か
、
佳
作
に
３０
点
（
各

部
門
１０
点
）
の
作
品
が
入
選
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
、
３
月
２4
日

㈰
午
前
１０
時
か
ら
中
野
陣
屋
・
県

庁
記
念
館
で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.
nagano.jp/

　
北
信
州
の
春
の
風
物
詩「
中
野

ひ
な
市
」が
3
月
３１
日
㈰
、4
月
1

日
㈪
に
市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

土
人
形
の
里
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
に
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

中
野
土
び
な
展
示
即
売
会

　
郷
土
玩
具
中
野
土
人
形
（
中
野

人
形
、
立
ヶ
花
人
形
）
を
抽
選
販

売
し
ま
す
。
即
売
後
は
出
品
さ
れ

た
人
形
を
見
学
で
き
ま
す
。

○
展
示
　

３
月
３０
日
㈯ 

正
午
～
午
後
５
時

３
月
３１
日
㈰ 

午
前
９
時
～
午

後
１
時
、午
後
６
時
半
～
８
時
半

４
月
１
日
㈪	

午
前
９
時
～
午
後

３
時

　

会
場
　
中
野
商
工
会
議
所

○
即
売	

３
月
３１
日
㈰	

午
後
２
時
～

　

会
場
　
中
野
商
工
会
議
所

○
即
売
に
当
た
っ
て
の
抽
選

　
３
月
３１
日
㈰　
午
前
１１
時
～

　

会
場
　
中
央
通
り　

全
国
土
人
形
即
売
市

　
全
国
約
２０
カ
所
の
土
人
形
を一堂

に
集
め
た
日
本
唯
一の
即
売
市
で
す
。

　
３
月
３１
日
㈰	

正
午
～
午
後
５
時

４
月
１
日
㈪	

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　

会
場
　
中
野
陣
屋
前
広
場
公
園

大
灯
籠
び
な
行
進

　
３
月
３１
日
㈰　

午
後
６
時

　
出
発
場
所
　
中
野
商
工
会
議
所
前

土
人
形
絵
付
け
体
験

　
奈な

ら良
久ひ

さ

お雄
さ
ん
の
制
作
実
演
を

同
時
開
催

　
３
月
３１
日
㈰
、４
月
１
日
㈪

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

ま
ち
な
か
交
流
の
家

ま
ち
か
ど
土
び
な
展

　
市
街
地
７０
店
舗
の
店
先
に
各
店

所
有
の
土
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

　
土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ

を
自
分
の
手
で
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
第
７
回
土
人
形
絵
付
け
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
内

外
か
ら
３
部
門
で
４
６
４
点
の
応

募
が
あ
り
、
２
月
１２
日
に
審
査
会

を
行
い
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品

を
決
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年（
以
下
）の
部

最
優
秀
賞	

竹た
け
う
ち内
海み

つ

き月
さ
ん
（
平
岡
小
３
年
）

優
秀
賞	

渡わ
た
な
べ辺
瑞み

ず

き季
さ
ん
（
平
岡
小
３
年
）

東と

う

や谷
涼す

ず

と斗
さ
ん
（
日
野
小
３
年
）

竹た
け
う
ち内
あ
お
い
さ
ん（
延
徳
小
３
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

藤ふ
じ
も
り森
郎ろ

う

た多
さ
ん
（
中
野
小
５
年
）

優
秀
賞	

田た

な

か中
莉り

な那
さ
ん
（
中
野
小
６
年
）

武た

け

だ田
実み

さ

き咲
さ
ん
（
平
岡
小
４
年
）

山や

ま

だ田
凜り

り

か

々
花
さ
ん（
平
岡
小
５
年
）

一
般
の
部

最
優
秀
賞	

保ほ

し

な科
謙け

ん
い
ち一

さ
ん
（
小
布
施
町
）

絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
応
募

作
品
展
示
（
全
４
６
４
点
）

期
間
　
３
月
２4
日
㈰
～
４
月
１
日
㈪

会
場
　
中
心
市
街
地
活
性
化
施
設

(

中
町
公
会
堂
隣
り)

問
い
合
わ
せ
先
　

商
工
観
光
課
観
光
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

～
土
人
形
の
里　

信
州
な
か
の
～

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
発
表

▲藤森郎多さんの作品 ▲保科謙一さんの作品 ▲竹内海月さんの作品



つ
い
て
、
滞
納
者
が
時
効
の
利
益

を
主
張
し
な
い
限
り
消
滅
し
ま
せ

ん
の
で
、
滞
納
者
が
行
方
不
明
の

よ
う
な
場
合
は
、
徴
収
で
き
る
見

込
み
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
納
欠
損
処
理
を
し
て
も
、
債
権

は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
状
況
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、
「
債
権
管
理
適
正
化

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
全
て

の
債
権
者
の
取
り
扱
い
を
統
一
す

る
こ
と
で
、
迅
速
な
処
理
や
法
的

措
置
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
、
滞

納
と
な
っ
て
い
る
債
権
の
縮
減
を

図
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
破
産
免
責
を
受
け
た

私
債
権
や
時
効
完
成
後
の
私
債
権

の
よ
う
に
、
ど
う
し
て
も
徴
収
で

き
る
見
込
み
の
な
い
債
権
に
つ
い

て
は
、
放
棄
で
き
る
規
定
を
設
け
、

債
権
処
理
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

債
権
管
理
条
例
の
主
な
内
容

督
促
…
市
の
債
権
に
つ
い
て
履
行

期
限
ま
で
に
納
付
が
さ
れ
な
い

場
合
、
督
促
を
行
い
ま
す
。

滞
納
処
分
、
強
制
執
行
等
…
督
促

後
、
な
お
履
行
さ
れ
ず
未
納
が

続
い
た
債
権
に
つ
い
て
、
法
令
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制
定
の
目
的
と
経
過

　
市
で
は
、
財
政
の
健
全
化
と
市

民
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
市

が
保
有
す
る
全
て
の
債
権
の
適
正

な
管
理
お
よ
び
未
収
金
の
縮
減
を

図
る
た
め
、
中
野
市
公
金
収
納
推

進
本
部
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
昨
年
１２
月
市
議
会
に
お
い
て
、

中
野
市
債
権
管
理
条
例
を
制
定
し
、

本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
の
債
権
管
理

に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
市
の
債
権
管
理
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
税
以
外
の
収
入

に
つ
い
て
は
、
滞
納
者
に
対
し
て

強
制
的
な
徴
収
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
料
金
の
よ
う
な
私

債
権
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
消

滅
時
効
期
間
が
満
了
し
た
債
権
に

債
権
管
理
条
例
を
施
行
し
ま
す

市

の

債

権

市 税

強制徴収
公 債 権

非強制徴収
公 債 権

私 債 権

市税・国民健康保険税

地方税の滞納処分の例
により強制徴収できる
債権
・介護保険料、下水道

使用料、道路占用
料、受益者分担金等

地方税の滞納処分の例
によることができず、
民事執行法による強制
徴収が必要な債権
・施設使用料、手数料、

農集排施設使用料等

私法上の原因(契約等)
に基づいて発生する債
権
・水道料、市営住宅使

用料、住宅改修資金
貸付金、駐車場使用
料等

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効

率
的
で
弾
力
的
な
行
政
運

営
を
行
う
た
め
に
、
４
月
１
日
か

ら
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り

ま
す
。

　
人
権
問
題
の
定
義
が
広
が
り
、

男
女
の
社
会
参
画
も
こ
れ
に
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
課
と
室
を
統
合

し
、
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

の
規
定
に
よ
る
差
し
押
さ
え
な

ど
の
滞
納
処
分
、
強
制
執
行
等

を
実
施
し
ま
す
。

徴
収
停
止
等
…
債
務
の
履
行
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
法
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
徴

収
の
停
止
や
、
履
行
期
間
の
延

長
を
行
い
ま
す
。

債
権
の
放
棄
…
市
が
定
め
る
要
件

に
従
い
、
徴
収
が
明
ら
か
に
困

難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
債
権

を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は

　
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
納

付
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
分

割
で
の
納
付
や
履
行
期
限
の
延
長

な
ど
の
手
続
き
が
行
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
納
付
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
債
権
担
当

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
平
・
公
正
な
対
応
で
財
源
確
保

　
こ
こ
数
年
、
自
然
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
特
に
地
震
災
害
は
、

一
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
、
本
市
に
お
い
て
も
震

度
５
弱
を
観
測
し
た
昨
年
７
月
の

県
北
部
地
震
の
発
生
な
ど
、
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
想
が
で
き

ま
せ
ん
。
市
で
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
る
た
め
、
新
た
に
危
機
管
理

課
を
設
置
し
ま
す
。

庶
務
課
防
災
係
を
廃
止
し
、

新
た
に
危
機
管
理
課
を
設
置

人
権
政
策
課
と
男
女
共
同
参

画
推
進
室
を
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
に
統
合

　
現
在
の
農
政
振
興
係
を
農
政
管

理
部
門
と
生
産
振
興
部
門
の
２
係

に
再
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、係
の

専
門
性
を
高
め
、市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
課
庶
務
文
書
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

農
政
課
農
政
振
興
係
を
農
政

係
と
振
興
係
に
再
編
成

４月から


